
大
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敏
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一
五
九
○
年
十
二
月
二
十
日
、
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
（
シ
ョ
胃
○
胃
思
風
）

は
パ
リ
の
自
宅
で
平
和
に
生
涯
を
終
え
た
。
生
れ
た
年
が
明
ら
か
で
な
い
の

で
享
年
何
歳
と
書
け
な
い
が
、
八
十
歳
位
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
年
一

九
九
○
年
は
パ
レ
の
没
後
四
○
○
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
る
の
で
、
パ
レ

の
生
涯
と
業
績
を
振
返
り
、
彼
が
残
し
た
様
々
な
影
響
を
辿
っ
て
承
よ
う
と

考
え
、
昨
年
か
ら
日
本
医
史
学
会
・
日
本
外
科
学
会
・
日
仏
医
学
会
な
ど
の

有
志
が
中
心
に
な
っ
て
「
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
四
○
○
年
祭
記
念
会
」
の

準
備
を
進
め
て
き
た
。

異
な
る
分
野
か
ら
集
っ
た
実
行
委
員
会
は
実
務
に
入
る
前
に
、
パ
レ
を
巡

る
勉
強
会
を
重
ね
て
、
共
通
の
認
識
を
得
、
こ
の
記
念
会
の
意
義
を
確
か
め

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
親
密
な
雰
囲
気
を
作
り
パ
レ
に
対
す
る
熱
情
あ
ふ
れ
る

活
動
が
始
ま
っ
た
。

パ
レ
は
近
代
外
科
の
父
と
呼
ば
れ
、
西
洋
医
学
史
の
中
に
確
固
た
る
地
位

を
占
め
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
一
部
の
研
究
者

に
知
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

の
必
奎
駅
交
記
事
妾
班
受
駆
ゑ
湫
馨
ｗ
“
ゑ
刑
些
査
駅
乗
ｗ
堂

ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
四
○
○
年
祭
を
巡
っ
て

消

懲鳶

l蟻
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皇堅

記
念
会
の
計
画
で
は
、
四
○
○
年
目
の
命
日
に
当
る
一
九
九
○
年
十
二
月

二
十
日
に
、
東
京
お
茶
の
水
の
日
仏
会
館
で
記
念
式
典
と
記
念
講
演
会
を
夕

方
六
時
か
ら
開
催
す
る
。
講
演
会
は
こ
の
他
パ
レ
全
集
の
訳
本
が
作
ら
れ
た

京
都
と
長
崎
に
お
い
て
来
年
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
記
念
展
示
に
関
し
て

は
、
一
九
九
一
年
四
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
日
本
医
学
会
総
会
医
史
学

展
示
会
の
中
に
一
室
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
の
部
屋
を
い
た
だ
き
、
一
般
の

人
々
に
も
解
り
や
す
い
外
科
絵
図
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
資
料
、
ビ
デ
オ
の
設
置

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

記
念
出
版
物
は
明
年
の
医
学
会
総
会
を
め
ざ
し
て
、
記
念
式
典
の
記
録
、

パ
レ
に
関
す
る
研
究
の
紹
介
、
．
〈
し
全
集
に
含
ま
れ
て
い
る
『
弁
明
と
旅
行

記
』
の
翻
訳
な
ど
意
義
あ
る
内
容
を
盛
り
こ
む
予
定
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、

．
ハ
レ
に
関
す
る
一
般
向
け
の
書
物
の
な
い
現
状
な
の
で
、
記
念
式
典
に
間
に

合
う
よ
う
に
文
庫
本
の
用
意
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
記
念
式
典
の
出
席
者
に

差
上
げ
る
計
画
も
あ
る
。

さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協
力
に
よ
る
テ
レ
ビ
番
組
製
作
も
進
行
し
て
お
り
、
国

内
の
資
料
の
象
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
。
ハ
レ
の
生
地
ラ
ヴ
ァ
ル
や
活

躍
の
場
で
あ
っ
た
パ
リ
の
取
材
に
取
組
ん
で
お
り
、
記
念
式
典
当
日
に
教
育

放
送
で
放
映
し
て
、
一
般
の
人
々
の
注
意
を
喚
起
す
る
は
ず
で
あ
る
。

．
〈
し
四
○
○
年
祭
記
念
会
は
明
年
六
月
の
京
都
に
お
け
る
日
本
医
史
学
会

総
会
ま
で
の
約
半
年
間
、
以
上
の
よ
う
な
活
動
を
計
画
し
て
い
る
が
、
そ
の

他
に
医
学
界
新
聞
は
す
で
に
今
年
の
年
頭
に
パ
レ
特
集
の
鼎
談
を
取
上
げ
た

り
、
雑
誌
『
臨
床
外
科
』
は
今
年
の
後
半
の
表
紙
に
・
ハ
レ
に
関
連
す
る
写
真

を
連
載
し
て
、
四
○
○
年
祭
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
学
会
で
は
日
本

外
科
学
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
、
日
本
消
化
器
外
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科
学
会
で
も
パ
レ
に
原
点
を
求
め
て
テ
ー
マ
を
取
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
話
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
レ
の
生
地
ラ
ヴ
ァ
ル
の
歴

史
と
考
古
学
の
学
会
が
パ
レ
の
四
○
○
年
を
記
念
し
て
、
「
パ
レ
と
そ
の
時

代
」
と
い
う
コ
ロ
キ
ウ
ム
を
企
画
し
て
お
り
、
日
本
へ
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ

い
て
講
演
す
る
よ
う
に
と
い
う
依
頼
が
舞
い
こ
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
昨

年
の
十
二
月
二
十
日
付
の
手
紙
で
、
「
今
か
ら
三
九
九
年
前
に
。
〈
し
は
パ
リ

で
死
に
ま
し
た
」
と
い
う
心
憎
い
書
き
出
し
で
あ
っ
た
。
十
八
年
前
に
、
こ

の
町
の
市
役
所
前
広
場
の
パ
レ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
没
後
二
五
○
年
記
念
に
建

て
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
が
、
今
回
の
四
○
○
年
記
念
行
事
を
企
画
す
る

出
発
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
喜
ん
で
こ
の
コ
ロ
キ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
し

た
。
ラ
ヴ
ァ
ル
の
新
聞
に
は
、
日
本
か
ら
パ
レ
の
こ
と
を
ラ
ヴ
ァ
ル
の
住
人

よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る
医
史
学
者
が
や
っ
て
く
る
と
、
日
本
語
の
活
字
入

り
の
記
事
が
の
っ
た
。

パ
レ
を
通
し
て
日
仏
両
国
に
新
し
い
掛
け
橋
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
・
ハ

レ
ヘ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
記
念
の
品
を
ラ
ヴ
ァ
ル
に
贈
る
計
画
も
ね
っ
て
い

》
（
》
Ｑ

わ
が
国
の
。
〈
し
四
○
○
年
祭
記
念
会
は
会
長
に
東
大
第
一
外
科
の
森
岡
恭

彦
教
授
、
そ
し
て
事
務
局
は
同
第
一
外
科
医
局
。
実
行
委
員
長
は
小
生
が
勤

め
て
い
る
。
理
解
あ
る
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
・
御
参
加
を
お
願
い
す
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
）

六
月
例
会
平
成
二
年
六
月
二
十
三
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

厩｜

|－」

会
記
録

一
レ
メ
リ
ン
の
解
剖
害
（
和
蘭
内
外
分
合
図
の
原
本
）
の
新
知
見

酒
井
シ
ヅ

ニ
幕
末
・
明
治
初
期
の
電
気
治
療
中
村
昭

九
月
例
会
平
成
二
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
有
山
記
念
講
堂

（
九
月
例
会
は
ボ
ン
。
へ
顕
彰
記
念
医
学
講
演
会
に
振
り
替
え
た
）

ボ
ン
・
へ
顕
彰
記
念
医
学
講
演
会

主
催
ボ
ン
。
へ
顕
彰
記
念
会
。
（
財
）
循
環
器
病
研
究
振
興
財
団

講
演
ボ
ン
・
へ
と
長
崎

羽
田
春
莵
（
日
本
医
師
会
会
長
）

鼎
談
患
者
と
医
師
の
信
頼
関
係

阿
部
正
和
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
学
長
）

村
上
陽
一
郎
（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）

吉
田
忠
（
東
北
大
学
文
学
部
教
授
）

特
別
講
演
重
層
的
な
医
療

遠
藤
周
作
（
作
家
）

十
月
例
会
平
成
二
年
十
月
七
日
（
日
）

順
天
堂
大
学
有
山
記
念
講
堂

（
十
月
例
会
は
富
士
川
渉
先
生
没
後
五
十
年
記
念
会
に
振
り
替
え
た
）

富
士
川
塀
先
生
没
後
五
十
年
記
念
会

一
郷
土
・
広
島
に
象
ら
れ
る
富
士
川
溝
の
世
界
江
川
義
雄

二
富
士
川
溝
・
呉
秀
三
両
先
生
の
間
岡
田
靖
雄

三
富
士
川
溝
と
土
肥
慶
蔵
長
門
谷
洋
治
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